
令和 8年度深川小学校校内研修 
１ 本年度の研究主題について 

 

 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

本校の児童は、「本気」「根気」「元気」の三気を校訓として、子ども同士が関わり合いながら学校生活

や学習に取り組んでいる。授業が始まると一生懸命話を聞き、自分の考えをもつなど、学習に対して前向

きな子が多い。しかし、気心の知れた人や、少人数のグループでは自分の考えを伝えることができるが、

自信のなさや語彙の少なさから、自分の考えをもっていても全体に伝えることが苦手な児童が多い。その

ため、伝え合いから自然と疑問や新たな考えが出てきたり、感じたことを伝えたりするような学び合う姿

は見られず、学びを深めるまでには至っていない。 

昨年度は、研究主題を「思いや考えを伝え、関わりながら深まる子どもの育成～学び合いが生まれる授

業づくりを通して～」とし、『関わりながら深まる』に向けた授業づくりに取り組んできた。授業を構想

する力や授業を運営する力を高めることをめざし、①児童が学習に興味をもち意欲を向上させる導入や

発問、②深まりにつながる再発問に視点を当てて実践した。各授業や単元において、児童に付けたい力を

踏まえた上で、ゴールの姿を具体的な子どもの言葉でイメージした。そうすることにより、その姿に向け

て、見通しをもつことができ、考えたくなるような導入や必要感のある発問を行うことで、自分の考えを

もって学びに向かう姿が増えてきた。また、再発問を三つに整理したことで、授業の軸をぶらさずに授業

づくりをすることができるようになり、学び合いのきっかけをつくれるようになってきた。しかし、発言

する児童が限られ、消極的な児童や、なかなか自信がもてない児童は発言できず、関わりながら深まるこ

とが一部の子どもたちで終わってしまうことが多いと感じた。また、再発問までに発問に対する自分の考

えをお互いに伝え合い、全体で考えを整理するなど学びの土台をしっかり揃えなければ、再発問で取り残

される子どもが出るなど、新たな課題も見えてきた。 

そこで今年度は、めざす深川っ子の姿である「本気で考え、伝え合う子」の姿をめざし、昨年度に引き

続き「思いや考えを伝え、関わりながら深まる子どもの育成」を主題として取り組むこととする。さらに、

授業づくりにしっかりと重点を置いて取り組むために、昨年度取り組んできた視点を活用し、一人ひとり

が授業づくりに向けて課題と向き合い、学び続けることができるよう、副題を個人の授業目標として設定

することにした。子どもの学びと教師の学びは相似形とも言われているように、子どもたちの新たな学び

に向け、教師も授業づくりに向けて探究的に学び続けていくことが必要と考える。 
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３ 研究仮説 

教師一人ひとりが授業目標をもち、学び合いが生まれる授業づくりに取り組むことによって、本気で

考え、伝え合う子どもの姿が見られるようになり、学びが深まるであろう。 

 

４ 研究の具体的な取組 

◎個人の授業目標の設定 

◎授業を構想する力（指導要領を踏まえ、教材や子どもたちの分析・解釈、授業の構想と計画する力） 

◎授業を運営する力（状況を受け止めながら柔軟に対応する力） 

 ◎支持的風土づくり  

 

５ 研究の視点（授業目標） 

①学習に興味をもち、意欲を向上させる導入や、必要感のある発問 

  ②深まりにつながる再発問 

 ③思いや考えを発言できるような支援 

 

６ 研究の方法 

（１）公開授業（研修主題を意識できる教科・内容で実施） 

  ○ 指導者を招聘する全校授業・・・４回（低学年・中学年・高学年・特別支援）  ※総案作成 

    ※ユニット型研修として、地域や中学校へ声をかける。 

○ 一人一授業（全員実施）・・・時期が重ならないよう、各チームの学習指導部員が調整して実施。 

所属チームメンバーは必ず、他はできる範囲で参観し、放課後ミニ研修を行う。専科教員・特 

別支援学級担任の授業は、学級担任や交流担任も参観する。（授業後、１週間以内に考察を提出） 

    ※本時案作成（３年目までは総案作成） 

    ※できれば校長・教頭のどちらかは見に行ける時間設定で実施 

（２）学年・チーム間による教材研究・授業研究や教職員全体での模擬授業や指導案検討 

（３）「支持的風土づくり」や「話す力」「聞く力」を高めるためのフリートークを実施。 

（フリートークについては別紙参照） 

 

７ 研究組織 

 

 

 

 

◎学習指導部員 

低学年チーム 中学年チーム 高学年チーム 特別支援チーム 

◎川村 真理恵 

・柳田 愛華 

・山本 昌寛 

◎清水 扶美 

・上田 絢子 

・石田 祐子 

・長岡 和沙 

◎澤田 ちひろ 

・藏重 涼太 

・荒川 正造 

◎金子 詩歩 

◎木原 剛柔 

・大田 由茉 

・中村 啓子 

・中屋久未子 

◎泉 暢弘 

・石塚 龍太 

・木村 園佳 

・中原 恵子 

◎坂井 純矢 

・木脇 淑子 

・加生 光 

・重原 幸子 

・林 晃平 

・中野 真由美 

◎末永 昌子 

・江原 昌世 

・時吉 知春 

・的場 安紀枝 

・原田 みらい 

 

 

学習指導部 

教 頭 
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８ 研修計画 

月 日 研修内容 

４月 
１５日

（水） 

第１回校内研修会 

◎授業づくりの方向性をそろえる 

・研修主題、研修内容、年間研修計画 

・全校授業者の決定 

４月 
２３月

（木） 

第２回校内研修会 

◎全国学力学習状況調査・山口県学力定着状況確認問題採点と考察 

５月 
２０日

（水） 

第３回校内研修会 

◎研修の方法の共通理解・確認 

・指導案様式の提案 

・指導案検討・授業参観・研究協議の進め方について 

・フリートークの充実に向けて 

６月 
１７日

（水） 

第４回校内研修会 

◎授業の具体の研修を深める 

 ・全体での指導案検討会 

７月 
 ８日

（水） 

第５回校内研修会 校内授業研究 

授業者（ 澤田 ちひろ ）教科【国語科】 

７月 
２９日

（水） 

第６回校内研修会 

◎授業の具体の研修を深める 

ブロックごとの指導案検討 

８月 
２８日

（水） 

夏季校内研修会 

◎授業の具体の研修を深める 

 

９月 
９日 

（水） 

第７回校内研修会  

◎授業の具体の研修を深める 

ブロックごとの指導案検討 

１０月 
１４日

（水） 

第８回校内研修会 校内授業研究 

授業者（ 加生 光 ）教科【生活単元】 

１１月 
１１日

（水） 

第９回校内研修会 校内授業研究 

授業者（ 木村 園佳 ）教科【未定】 

１月 
２０日

（水） 

第１０回校内研修会 校内授業研究 

授業者（ 柳田 愛華 ）教科【算数科】 

２月 １８日（水） 

第１１回校内研修会 

◎研究のまとめ 

・成果と課題の整理 

 


